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ReservoirTheory による採掘跡岩盤の挙動の判定
緒 言
中 嶋 滋 夫 ’
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世界の石炭産業において用いられる生産 方式は大別して、露天堀 （OpenCutMining ）と坑内堀
（UndergroundMining ）に分けられ、坑内堀では採掘作業面を幅広く採った長壁式採炭方式（Lon-gwallMiningMethod





我が国の生産技術 は明治期以来石炭生産に先駆的な役割を果たしてきた欧州技術 を、最初 は単な
る模倣として応用してきた に過ぎない。1970 年代にいたり、劣悪 な採掘条件と、増大する採掘深度
に対応し、その頃から台頭してきた低廉で豊富な中東輸入原油に対抗するためにも、欧州技術の模
倣から脱却し、独自技術 を開発して劣悪条件下にも高生産性 を達成する努力 が払われた。多 くの試
練や、試行錯誤ののち、我が国独自 の生産技術 は国内において世界記録 を達成し、これが世界の石












しかし切羽の安全性 を高め、合わせて経済的 に利用するため、採掘跡のガス抜 きが隆盛 を見るに
東゛洋 大学 国際 地域学 部；FacultyofRegionalDevelopmentStudies,ToyoUniversity
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から急激 に開始されるものと思われる。 すなわち、地山内に穿たれたガス抜 き孔孔端 に切羽が接近
して くると、孔口密閉圧 は一次高めら れたのち、切羽通気 と平衡し、 ここにガスの誘導が開始され
るが、このこの時ガ ス抜 き孔孔端は、その高さの如何に関わらず、切羽面より古洞側 にほぼ60 度の
角度で延長した破砕面上 に点綴される。
破砕面の前方では、採掘の影響は未だ微弱であり、小規模の亀裂が生成するにしても、それはガ
スの発生誘導を可能とするほどのもので はない。 従って、切羽の接近により、ガス量は徐々 に増加
する ものではなく、破砕面を境 界として、突発的に発生する。(3)
ガス放出圏
採掘の影響 は、切羽の周辺 にガス抜きの対象となる炭層があれば、極めて鋭敏 に付加ガ スの発生
となって現れる。ドイツの例8り こよれば、ガ ス発生のサイクルは、切羽採掘のサイクルに数時間 の
遅 れで随伴している。採掘様式 も当然ガスの発生、すなわち岩盤の弛緩に関与し、跡バラシ採掘で
はガ スの湧出は活発であるが、全充填切羽では僅少である。
上位天盤の破壊の程度 もまた発生ガ ス量の多寡 に密接なつながりを持つ。粉砕した太平洋炭の放




一 方、天盤貫層法を行う場合は、採掘跡 の位置 によるガス放出量の変化を追求することが出来る。
実例によれば8,11・12,13)、何れも切羽直上の破砕面の縁辺部に非常に活発な放出圏があり、誘導ガス量
はこの部分 に鋭い尖頭値を示している(Fig.2) 。破砕面の移行 により、採掘の影響圏内に入った岩盤
は、包蔵ガ スの活発な放出を可能 とするような急激でかつ著しい破砕作用を蒙 るものであろう。
このように、大部分のガ スが短時間で放散するとき、切 羽前方からの水平長孔法を行 い、かつガ
ス誘導量がそれに見合う場合は、ガ ス抜 きの対象となる範囲は常に切羽縁辺部 に限定されることに
なる。具体的な計算対象となるガス放出圏幅としては、当鉱の 】孔当たりの通常状態におけるガス
誘導量 は第1 ～2 表に示すようにl ㎡/min 以上2m^/min 程度であって、多 少の石炭質の差違はあっ
て もFig.2 に示すドイツの事例のおけるガ ス誘導量に類似している。従って この天盤貫層方式の現
場で把握し たガス誘導範囲は、当鉱で も適用可能 と考 えられ、図中のl ㎡/min 以上のガ ス誘導を維
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進行に従って変化する。
第5 －1 表透過性計算表 西20型3 号ロング (20片4 号卸6 日抜きNo.71 ポーリング)
Date GasInducedVolume NegativePressure Kh


































































L ＝30m （切羽面長120m)W ＝20mh ＝17mQgXO.Ol
×3×10^QK.
ニ ＿ 羊gドΞ ト゛ ｀゛ 千玉 ＿4.41 ×10-" ｀g2
×2×w ×1.7×lO'XPP
第5 －2 表透過性計算表 西20型5 号ロング（20片西6 号卸8 日抜き下枝No.5l ボーリング）
Date GasInducedVolume NegativePressure Kh
























































L ＝23m （切羽面長90m ）W ＝20mh ＝21mQsXO.Ol
×2.3×iO^QKk=⊇li











































＝5.29 （l－0.84e-''≪゛ ） （r2 ＝0.77,n ＝16 ）5
号ロングの場合Y
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た第5-1 表と第5-2 表を見るとおり異なり、切羽進行が早く、岩盤の擾乱高さの低い3 号ロングの














































ロングの場合は19～10m の上部岩盤において亀裂が発達し、lOm以下ではKv/Kh ＝l となり、また3
号ロングの場合は、12～6m の上部岩盤において亀裂が発達し、6m以下ではKv/Kh ＝1 となる岩盤の
著しい乱れがあるといえよう。
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